
パパ・ママ自転車安全推進サポーター向け

アンケート調査結果

1

資料2



2

＜事業概要＞

■パパ・ママ自転車安全推進サポーター事業とは
・子育て世帯を対象に、３人乗り電動アシスト付自転車の購入に係る費用の一部を補助する制度
・対象者には、自転車安全推進サポーターになっていただき、自転車安全講習会の受講や自転車安
全利用に関するアンケート等のサポート活動を実施
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＜調査概要＞

■調査概要

目的
当事業の実施における課題や
改善点などの抽出及び事業効
果の把握

調査対象
パパ・ママ自転車安全推進サ
ポーター6月・7月応募者（計
52人）

実施方法 Webアンケート形式

番号 設問分類 設問

1 当事業の応募について
・募集を何で知ったか
・サポーターに応募した理由

2 自転車の利用状況等

・自転車購入前の子ども2人連れの際の主な交通
手段

・3人乗り自転車を購入しようとした理由は？
・どのくらいの頻度で利用する予定か？
・どのくらいの所要時間の移動に利用する予定か
・今までに自転車を利用していたか
・自転車へのイメージ

3
自転車安全利用五則の
認知度・遵守度

・車道が原則、歩道は例外
・左側通行
・歩道は歩行者優先で車道寄りを徐行
・安全ルールを守る
・子供はヘルメットを着用

4 サポーターについて
・サポーターの活動として、どのようなものが必
要か

・使用SNSについて
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○ターゲットとなる子育て世代に直接目に触れる機会として、市報よりも保育施設での周知の方が

効果的であったと考えられる。

１．当事業の応募について

■募集を何で知ったか
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当募集を何で知ったか？（1つ）

幼稚園や保育園等保育施設のチラシ等

案内

市報さいたま

さいたま市ホームページ

ママ友や知人等からの口コミ

さいたま市SNS（Facebook、Twitter）

自転車協力店での案内
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○自転車の安全利用についての意識を持って応募されている方もいるが、一方で、半数以上の方が、応
募段階では自転車安全推進サポーターという役割等について、それほど意識をされていないようだと
推測できる。

１．当事業の応募について

■サポーターに応募した理由は？

52
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サポーターに応募した理由は何か？（いくつでも回答可）

自転車購入の補助金が支給されるから

子ども用ヘルメットが支給されるから

自転車安全講習会を受講できるから（自転

車の交通ルール等知識を身に着けたい）

自転車の安全利用について、子どもに教え

られるようになりたいから

周囲への自転車安全利用の啓発に協力した

いと思ったから

子供が増えて、自転車が必要になりそう

だったから。養育している年齢と人数が、

応募要件と合致していたから。
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○クルマから自転車の転換に着目できる結果となっている。

２．自転車の利用状況等

■３人乗り自転車を購入する前までの、子ども２人連れの際の主な交通手段は？
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３人乗り電動アシスト付自転車を購入する前まで、子ども２人連れ

の際の主な移動手段は何でしたか？（1つ）

クルマ（自家用車）

徒歩

自転車

バス

ベビーカー
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○子どもを連れての移動について、より利便性の高い手段として3人乗り自転車が注目されていること
がわかる。

２．自転車の利用状況等

■３人乗り自転車を購入しようとした理由は？
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３人乗り電動アシスト付自転車を購入しようとした理由を教えてください。（いくつでも回答可）

幼稚園、保育園に入園し、毎日の送り迎えに使いたいから

移動範囲を広くしたい

子ども2人を連れて移動するのが大変だったから

クルマ（自家用車）をなるべく使用したくない

電動アシストの無い自転車を利用していたが、子どもを乗せる

と重くて大変だから

1番上の子が自転車に乗れるようになった時に、下の子2人を乗

せて自転車に乗りたいから。

公園など駐車場がない所へ行くため

車だと行きにくい場所にも気軽に行ける

保育園に駐車場がなく、ベビーカーで子供2人お迎えに行くの

が大変だから
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○３人乗り自転車への移動利便性の期待が高い一方、利用頻度が高いからこそ、安全利用啓発が必要だ
と思われる。

２．自転車の利用状況等

■どのくらいの頻度で利用する予定か？
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３人乗り電動アシスト付自転車をどのくらいの頻度で利用する

予定ですか。（1つ）

週１回

週２～３回

週４～５回

週６～７回
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○比較的短時間ではあるが、電動アシスト付自転車で数kmの距離を移動できる時間であり、同じ距離を

徒歩で移動すると相当な負担となると思われる。

○保育園や公園など、駐車場がないが、徒歩では負担が大きい場所などが想定される。

２．自転車の利用状況等

■どのくらいの所要時間の移動に利用する予定か？
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３人乗り電動アシスト付自転車で、どのくらいの所要時間の移動

でお使いになりますか。また、なる予定ですか。（1つ）

10～20分

10分以内

20～30分

30～60分
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○全く利用していない方が多く、久々の自転車利用が＜幼児2人同乗＞＜電動アシスト付き＞という、

今までに経験したことがないであろう自転車となる。

○非常に危険であるため、当事業による自転車講習、購入時の協力店サポートの重要性が高まる結果と

考えられる。

２．自転車の利用状況等

■今までに自転車を利用していたか？
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今までに、自転車（１人乗りを含む）を利用していましたか？（1つ）

ほぼ毎日利用

週1回以上利用

月4回未満の利用

月1回未満の利用

全く利用していない（直近1年で

利用無し）
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○移動手段としての利便性以外にも、環境や健康といった様々なメリットを感じている方がいること

が分かった。

○一方、車道や歩道を走っている自転車が危ないと感じている方も相当数いることが分かった。

２．自転車の利用状況等

■自転車へのイメージ
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自転車へのイメージを教えてください。（5つまで）

移動手段として便利

気軽に利用できる

子どもを連れての移動が楽

環境によい

健康によい

車道を走っている自転車が危ない

歩道を走っている自転車が危ない

事故が多い

駐輪できるところがない

自転車の交通ルールが難しい・わからない

事故を起こしそうで（転倒含む）怖い
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○知っているが、守っていない人がそれなりにいることが分かった。

３．自転車安全利用五則の認知度・遵守度

■車道が原則、歩道は例外
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車道が原則、歩道は例外

知っていた

知らなかった
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車道が原則、歩道は例外

守っていた

守っていなかった
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○ほとんどの方が知っており、かつ、守っている。

３．自転車安全利用五則の認知度・遵守度

■左側通行
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車道は左側通行！

知っていた

知らなかった
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車道は左側通行！

守っていた

守っていなかった
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○知っている割合も他と比較して低い。歩道の通行については、今後の課題といえる。

３．自転車安全利用五則の認知度・遵守度

■歩道は歩行者優先で車道寄りを徐行
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歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行

知っていた

知らなかった
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歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行

守っていた

守っていなかった
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○ほとんどの方が知っており、かつ、守っている。

３．自転車安全利用五則の認知度・遵守度

■安全ルールを守る
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安全ルールを守る（飲酒・二人乗り・並進の禁止、夜間はライト

を点灯、交差点では信号を守る・一時停止・安全確認、傘さし・

イヤホン・スマートホン等のながら運転の禁止）

知っていた

知らなかった
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安全ルールを守る（飲酒・二人乗り・並進の禁止、夜間はライト

を点灯、交差点では信号を守る・一時停止・安全確認、傘さし・

イヤホン・スマートホン等のながら運転の禁止）

守っていた

守っていなかった
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○多くの方が守っていると回答。もともと持っていた？今後の数値の動きを確認する。

３．自転車安全利用五則の認知度・遵守度

■子供はヘルメットを着用
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子どもはヘルメットを着用

知っていた

知らなかった
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子どもはヘルメットを着用

守っていた

守っていなかった
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○親世代そして子供世代に対し、様々な自転車の安全利用につながる施策が求められている結果と

なっているが、実施の可否、優先順位等を整理する必要がある。

４．サポーターについて

■サポーターの活動として、どのようなものが必要か
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自転車安全啓発の施策として、どのようなものが必要だと思いますか？（いくつでも回答可）

自転車の交通ルール・マナーの知識の周知

子どもへの自転車の交通安全の教育

子ども乗せ自転車を利用した体験談など情報共有（所有し

てよかったこと・気を付けた方がいいこと等）

電動アシスト付自転車や３人乗り自転車の乗り方の講習

子どもへの自転車の乗り方の講習

子ども乗せ自転車の楽しみ方の発信

高齢者への啓発
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○最も多かったのが、【使用していない】で約半数であった。【FB】【TW】【その他】はそれぞれ1/4
程度であり、SNSによる情報発信の際には留意が必要。

４．サポーターについて

■使用SNSについて
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今現在、ご利用されているＳＮＳの種類を教えてください。（いくつでも回答可）

Facebook（フェイスブック）

Twitter（ツイッター）

SNSを利用していない

その他


